
「徐

旛

」

考

國

金

海

二

.
O

不
老
長
寿
を
願

う

の
は
、
古
今
東
西
、
身

分

の
上
下
を
問

わ
ず

人
類

の
い

つ

わ
ら
ざ

る
悲
願

で
あ

る
に
ち
が

い
な

い
。
特

に
孤
独
な
独
裁
者

に
と

っ
て
は
、

そ
れ
は
願

い
以
上

の
も

め
で
あ

っ
た
ろ
う
。

中

国
、
秦

の
始
皇
帝

(前

二
五
九
-
前

二

一
〇
)

も
例
外

で
は
な
か

っ
た
。

帝
が
斉

(
山
東
省
)

の
方

士
、
徐
福

(
徐
市
諸

と
も
)

に
命
じ

て
東
海

上

の
三

神
山

に
仙

人
や
不
老

不
死

の
仙
薬

を
求

め
さ

せ
た
話

は
有

名

で
あ

り
、

司
馬
遷

(
前

一
四
五
?
1
前

八

六
?
)

の

『
史
記
』
秦
始

皇
本
紀

に
は
次

の
よ
5

に
記

さ
れ

て
い
る
。

(
以
下
、
詩
以
外

は
書

き
下
し
文

の
み
)

斉
人
徐
市
等

上
書

シ
テ
言

フ

「
海

中

一二
二
神
山
有

り
、
名

ヅ

ケ
テ
蓬

莢

・

方
丈

.
瀛
洲

ト
日

フ
。
僊
人
之

二
居

ル
。

請

フ
斎
戒

シ
テ
童

男
女

ト
与

二
之

ヲ
求

ム
ル

コ
ト
ヲ
得

ン
」

ト
。
是

二
於

テ
徐

市

ヲ
シ
テ
童
男

女
数
千
人

ヲ
発

シ
、
海

二
入

リ
テ
僊

人

ヲ
求

メ
シ
ム
。

(
二
十
八
年
)

-

し
か
し
、
仙
薬
な
ど

は
手

に
入
れ
ら
れ

る
は
ず

は
な
く

徐

市
等

ハ
費

ス

コ
ト
巨
万

ヲ
以

テ
計

フ
レ
ド

モ
、
終

二
薬

ヲ
得

ズ
。

(
三

十

五
年
)
～

と

い
う
結
果

に
な
り
、
始
皇
帝

は
大

い
に
怒

っ
た
。

そ
し

て
そ

の
翌

々
年

の
記

事

に
は
、
徐
福

は
責

め
ら
れ

る
こ
と
を
恐
れ

て
次

の
よ
う
な
詐
り

の
申

し
開
き

を
し

て
い
る
こ
と
が

記
載
さ
れ

て
い
る
。

、

方
士
徐
市
等
、
海

二
入

リ
テ
神
薬

ヲ
求

メ
、
数
歳

ナ

レ
ド

モ
得

ズ
。
費
多

・
シ
。
譴

メ
ラ

レ
ソ

コ
ト

ヲ
恐

レ
、
乃

チ
詐

リ
テ
日

ク

「
蓬
莢

ノ
薬

得

ペ
シ
。

然

レ
ド

モ
常

二
大
鮫
魚

二
苦

シ
メ
ラ

ル
。
故

二
至

ル
ヲ
得
ズ
。
願

バ
ク

ハ
善

ク
射

ル
モ
ノ

7
請

ヒ
テ
与

二
倶

ニ
セ

ン
。
見

レ
ナ
バ
則

チ
連
弩

ヲ
以
テ
之

ヲ

射

ン
」

ト
。
(
三
十
七
年
)

こ
れ

は
始
皇

帝
が
沙
丘

(河
北

省
)

の
平
台
宮

で
死
ん
だ
年

(
前

一
=

○
)

と
同
年

の
記
事

の
中

に
あ

り
、

そ
れ

に
よ

る
と
始
皇
帝

は
自

ら
大
鮫
魚

の
征
伐

に
出

か
け
之
罘

(
祈

・
山
東
省
)

で
そ

の

一
頭
を
射
殺
す
が

、
そ

の
後
間
も

な

く
病
気
と
な

り
五
十
年

の
生
涯
を
終

え
る

の
で
あ

る
。
徐
福

の
そ

の
後

に

つ
い

て
は
何
も
書

か
れ
て

い
な

い
つ

し
か
し

『史
記
』
淮
南
衡

山
王
列
伝

に
は
、
徐

福
が

た
く

み
に
始
皇

帝
を
あ

、
ざ
む

き
、
蓬

莢
山
中

の
大
神

に
献
ず

る
と

い
つ
わ

っ
て
貢
物
を
手

に
入
れ

て
海

を
渡

り
、
平
原
広
沢

の
あ

る
島

に
た
ど

り

つ
き
、

そ

こ
の
王
と
な

っ
て
還

っ
て
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来
な

か

っ
た
と
次

の
よ
う

に
記

し
て

い
る
。

(秦
始
皇

帝
)
徐
福

ヲ

シ
テ
海

二
入
リ
神
異

ノ
物

ヲ
求

メ

シ
ム
。
還

リ
テ

偽
辞

ヲ
為

シ
テ
日
ク

「
臣
海
中

ノ
大
神

二
見

ユ
。
言

ヒ
テ
日

ク

『汝

ハ
西
皇

ノ
使

ヒ
カ
}

ト
。

臣
答

ヘ
テ
日

ク
幽
『然

リ
』

ト
。

『汝

何

ヲ
求

ム
』

ト
。

日

ク

『願

バ
ク

ハ
延
年
益
寿

ノ
薬

ヲ
請

フ
』

ト
。
神

日

ク

『汝

ノ
秦

王

ノ
礼
薄

シ
。
」観

ル
ヲ
得

ル

モ
取

ル
ヲ
得

ズ
』
下
。
即

チ
臣

ヲ
従

へ
東
南
蓬
莢

山

二
至

リ
、

芝
成

ノ
宮
闕

ヲ
見

ル
。
使

者
有

リ
、
銅
色

ニ
シ
テ
竜
形
、
光
上

天

ヲ
照

ラ

ス
。

是

二
於

テ
臣
再
拝

シ
問

ヒ
テ
日
ク

『
宜

シ
ク
何

ヲ
資

ト

シ
テ
以

テ
献

ズ
ベ
キ
』

ト
。
海
神

日

ク

『令

名

ノ
男
子
若

ク
シ

バ
振
女

下
百

工

ノ
事

ト
ヲ

以

テ

ス
レ
バ
即

チ
之
ラ

得

ン
』
」

ト
コ
秦
皇

大
イ

ニ
説

ビ
、
振
男

女

三
千
人

ヲ
遣

リ
、
之

二
五
穀
種
種

百
工

ヲ
資

シ
テ
行

カ
シ
ム
心
徐
福
平

原
広
沢

ヲ
得

テ
止

マ
リ
王

ト
ナ
リ
テ
来

ラ
ズ
。

こ

の
記
事

で

は
、

王
と

な

っ
た
場
所

は
平

原
広
沢

(
広

い
野

と
沼

の
あ

る

地
)
と

の
み
あ

る
だ

け

で
全

く
不
明

で
あ

る
。

『史

記
』

に
は
、

こ
れ
以

外

に

徐

福

に
関

す

る
こ
れ
以
上
詳

細
な
記

事

は
な
く
、

『漢
書
』

に
も
断
片

的
な
記

述
が
あ

る
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

そ

の
後
、
彼

の
行
方

に

つ
い
て

の
記

述
が
あ

る
も

の
は
范
曄

(
三
九

八
ー

四

四

五
)

に
よ

っ
て
書

か
れ

た

『後
漢
書

』
が
あ

る
。

そ

の
東
夷

伝

の
う

ち

の
倭

の
章

に
は
次

の
よ
う

に
記

さ
れ

て

い
る
。

(倭
)

又
夷
洲

及
ビ
漕
州
有

リ
。
伝

二
言

フ
、
秦

ノ
始
皇
方

士
徐

福

ヲ

シ

テ
童
男

女
数
千
人

ヲ
将

ヰ
テ
海

二
入

リ
、
蓬
莢

ノ
神

仙

ヲ
求

メ

シ
ム
。
得

ズ
。

徐
福
誅

ヲ
畏

レ
テ
敢

テ
還

ラ
ズ
。

遂

二
此

ノ
洲

二
止

マ
ル
。
世
世
相

承

ケ
テ

数

万
家
有

リ
。
人
民
時

二
会
稽

二
至

リ
テ
市

ス
。

,

し
か
し
こ

の
夷
洲

・
漉
洲
が

ど
こ

に
あ

る
か
は
わ
か
ら
ず
、
徐
福

の
行

方

は

結
局

不
明

で
あ

る
。
、

⇔

そ

の
後

は
行
方

の
詮
索

よ
り
も
始
皇
帝

の
現
世

に
対
す

る
強

い
執
着

の
み
が
、

帝

の
低

い
評
価
と
と
も

に
伝

承
さ
れ
た

よ
う

に
思

わ
れ
る
。

唐

に
は

い
る
と
、
最
も
人

気

の
あ

る
詩
人
白
楽

天

(
七
七

二
ー

八
四
六
)

は

諷
諭

の
詩

で
あ

る
新
楽
府

宀
海
漫
漫
」

に
お

い
て
、
秦

の
始
皇
帝

と
漢

の
武
帝

は
徐
福

や
文
成

の
言
葉

を
信

じ

て
不
死

の
薬

を
蓬

莢

の
島

に
求

め
さ
せ
た
が
、

彼

ら

の
言

っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど

で
た
ら
め

で
あ
り
、

そ

の
証
拠

に
は
今

は

二
人

の
皇
帝

の
墓

に
風
が

悲
し
げ

に
吹

く
だ
け

で
あ

る
と
、
次

の
よ
う

に
詠

ん
で

い
る
。

海
漫
漫

海

ハ
漫
漫

タ
リ

直
下
無
底
旁
無

辺

直
下
底
無

ク

旁

辺
無

シ

雲
濤
煙
浪
最
深

処

雲
濤
}煙
浪

最

モ
深
キ
処

人
伝
中
有

三
神

山

人

ハ
伝

フ

中

二
三
神
山
有

リ

山
上
多
生

不
老

薬

山
上

多

ク
不
死

ノ
薬

ヲ
生

ジ

厂
服
之
羽
化
為

天
仙

之

ヲ
服

ス
レ
バ
羽
化

シ
テ
天
仙

ト
為

ル
ト

秦
皇
漢
武

信
此
語

秦
皇
漢
武

ハ
此

ノ
語

ヲ
信

ジ

方
士
年
年

采
薬

去

方
士

年
年
薬

ヲ
采

リ

ニ
去

ル

蓬
莢
今
古

但
聞
名

蓬
莢

.
今

古
但
ダ
名

ヲ
聞

ク

ノ
、、、

煙
水
茫
茫

無
覓
処

煙
水
茫

茫

ト
シ
テ

覓

ム
ル
処
無

シ

海
漫

漫

海
ス

漫

漫

タ
リ

風
浩

浩

・

風

ハ
浩

浩

タ
リ

眼
穿

不
見
蓬
莱
島

眼
穿

タ
ル
ル
モ
蓬
莢
島

ヲ
見
ズ

不
見
蓬

莢
不
敢
帰

蓬
莢

ヲ
見
ズ

ソ
バ
敢

テ
帰

ラ
ズ

童

男
艸
女
舟
中
老

童

男
艸
女

舟
中

三
老

ユ
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徐

福
文
成
多
誑
誕

徐

福
文
成

誑
誕
多

ク

上
元
太

一
虚
祈
薦

上
元
太

一

虚

シ
ク
祈

薦

ス

君
看
驪
山
頂
上
茂
陵

頭

君
看

ヨ

驪

山

ノ
頂
上
茂
陵

ノ
頭

畢

竟
悲
風
吹
蔓
草

畢
竟

悲
風
蔓
草

ヲ
吹

ク

何

況
玄
元
聖
祖

五
千
言

何
ゾ
況

ン
ヤ
玄

元
聖
祖

ノ
五
千
言

不
言
薬

薬

ヲ
言

ハ
ズ

不
言
仙

仙

ヲ
言

ハ
ズ

不
言
白

日
昇
青
天

白

日

二
青
天

二
昇

ル
ヲ
言

ハ
ザ

ル
ヲ
ヤ

こ

の
詩

に
は

「
仙

ヲ
求

ム
ル
ヲ
戒

ム
ル
ナ
リ
」

と

い
う
自
注
が

つ
い
て
お
り
、

始
皇

帝

の
評
価

は
ま
す

ま
す
さ
が

っ
た

に
ち
が

い
な

い
。

⇔

宋
代

に
は

い
る
と
、
大

歴
史

家

で
あ
り
、
唐
宋

八
大
家

の

一
人

で
あ

る
欧
陽

あ

　ユ
　

脩

(
一
〇
〇
七
-

一
〇
七

二
)

は

「
日
本

刀
」

と

い
う

二
十

四
句

よ
り
な
る
七

言

の
詩

の
中

で
、
日
本
人

の
祖

先
は
徐
福

で
あ

り
、
秦

の
人
民
を
詐

っ
て
不
老

不
死

の
薬

を
採
り

に
日
本

に
行

き
、
久
し
く
留

っ
て

い
る
間

に

一
緒

に

つ
れ

て

行

っ
た
童
男

童
女
も
老
人

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

ま
た
、
.
そ

の
時
各
種

の
技
術

者
も

つ
れ
て
行

っ
た

の
で
、
今

に
至
る
ま

で
日
本

の
工
芸

品

は
皆
精

巧
で
あ

る

と
、
次

の
よ
う

に
詠

ん
で
い
る
。

(第

九
句
よ
り
第
十

四
句
ま

で
)

伝
聞
其

国
居

大
島

伝

へ
聞

ク

ニ

其

ノ
国

ハ
大
島

二
居

リ

土
壤
沃
饒

風
俗

好

土
壌
沃
饒

ニ
シ
テ
風
俗
好

シ

其
先
徐
福
詐
秦

民

其

ノ
先
徐
福
秦

ノ
民

ヲ
詐

リ

採
薬
淹
留
卵
立里
老

亠楽
ヲ
彬休
リ
淹
留

シ
テ

茄丱
童
老

ユ

百

工
五
種
与
之

居

百

工
ノ
五
種

之

ト
与

二
居

リ

至
今
器
玩
皆
精

巧

今

二
至

ル
マ
デ

器
玩
皆
精
巧

ナ
リ

こ
の
よ
う

に
、

い
つ
の
間

に
か
徐
福

の
渡
航
行

は
日
本

に
な

っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
は
先

に
述

べ
た
よ
う

に

『後
漢
書
』

の
倭

の
章

に
徐
福

の
記
事
が
あ

る
こ

と
と
関

わ

り
が

あ

る
か
も

し
れ
ず

、
ま

た
、
後

周

・
宋

の
高

僧
、
義

楚

の
撰

『
義
楚

六
帖
』

の
徐
福

日
本

(富

士
山
)
渡
航

説
が
関

係
し

て

い
る
の
か
も

し

れ
な

い
。

い
ず
れ

に
し
て
も

日
本
渡
航
説

は
、
中

国

で
は
根
強

い
も

の
と
思
わ
れ

る
。

そ

の
後

約

三
百
年
、

明

の
太
祖
洪
武
帝

(
=

二
六
六
i

一
三
九

八
在

位
)

は
、

入
明
し
た
僧
、
絶
海
中
津

(
=
三
二
六
ー

一
四
〇

五
)
を
召
見

し

て
法
要
を
問

い
、

ま
た

日
本

の
図
を
指

さ
し
、
熊
野

の
古
祠

に
つ
い
て
質
問

し
た
と

こ
ろ
、

絶
海

は
七
絶
を
賦

し
て
答

え
、
太
祖
も

こ
れ

に
対
し

て
同
韻

の
御
製

の
詩
を
賜

っ
た
。

絶
海
中
津

熊
野
峰
前
徐
福
祠

熊
野
峰
前

徐
福
ノ
祠

満
山
薬
草
雨
余
肥

満
山
ノ
薬
草

雨
余

二
肥
ユ

只
今
海
上
波
濤
穏

只
今

海
上
波
濤
穏
カ
ナ
リ

万
里
好
風
須
早
帰

万
里
好
風

須
ラ
ク
早
ク
帰
ル
ベ
シ

太

祖

能
描野
峰
古同
血
食
祠

能
㎜野
州峰
山咼
シ

血
食
ノ
祠

松
根
號
珀
也
応
肥

松
根
ノ
琥
珀

マ
タ
応

二
肥
ユ
ベ
シ

当
年
徐
福
求
仙
薬

当
年

徐
福
仙
薬
ヲ
求
ム

直
到
如
今
更
不
帰

直
チ
ニ
到
リ

・如
今
更

二
帰
ラ
ズ

こ
の
こ
と
は
絶
海
中
津

の
伝
記

「
仏
智
広
照
浄
印

翊
聖
国
年
譜
」

に
載

っ
て

い
る
が
、

こ
れ

に
よ

っ
て
徐
福
渡

航

の
地
が
ま
す

ま
す
日
本
と
結
び

つ
い
た
ぼ

か
り

で
な
く
、
そ

の
地
も
紀
州
熊

野
と

い
う

の
が
最
も
有

力
な
伝
承

と
な

っ
た

な

　　
　

の

で
あ

る
。
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そ
の
伝
承
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
現
在
も
紀
勢
本
線
新
宮
駅
に
近
い
新
宮
市

徐
福
に

「徐
福
の
墓
碑
」
ど
い
う
史
跡
が
あ
り
、
新
宮
市
の
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
る
。㈱

日
本

に
お
け
る
徐
福
渡
来
地

に

つ
い
て
の
伝
説

は
前
述

の
紀
州
熊
野

・
富

士

山

の
ほ
か

に
尾
張
熱

田
な
ど
も
あ

り
、
そ

の
よ
う

な
伝

説
を
作
り
出

さ
せ
る
ほ

ど
徐
福

の
話
を
有
名

に
し
た

の
は
白

楽
天

の
詩

「
海
漫

漫
」

で
あ

っ
た
と
考

え

ら

れ
る
。

平
安

時
代

に

『倉
氏
文
集
』
が

よ
く
読
ま

れ
た
こ
と
は

『枕
草

子
』

に

「書

は
文
集
…

…
」

と
述

べ
ち
れ

て
い
る
通
り

で
あ
り
、
「
海

漫
漫
」

も

『
紫
式

部

日
記
』

の
寛
弘

六
年
某
月
十

一
日

の
条

に

「
舟

の
う
ち
た

や
老

を
ば

か
こ

つ
ら

む
」

と

い
ひ
た

る
を
、
聞

き

つ
け

給

へ
る

に
や
、
大
夫

「徐
福

文
成
譲
誕

お
ほ
し
」

と
う
ち
誦

し
給

ふ
声

も
、
さ

ま
も
、

こ
よ
な

う

い
ま
め
か
し
く
見
ゆ
。

と
あ

る
こ
と
が
、

よ
く
鉦

明
し

て
い
る
。

以
下
、
「
海
漫
漫
」

に
基
づ

い
た
代
表
的

な
作

品

の
そ

の
箇
所

を
挙
げ

る
。

彼

の
秦
皇
、
漢
武

、
或
は
童
男
弾
女

を

つ
か
は
し
、
或

は
方

士
を
し

て
不

死

の
薬

を
尋

ね
給

ひ
し
に
、
「蓬

莢

を
み
ず

は
、

い
な
や
帰

ら
じ
」

と

い

ッ

て
、
徒
ら

に
船

の
う
ち

に
て
老

い
、

天
水
茫

々
と

し
て
、
求

む
る
事
を
、兄
ざ

り
け

ん
蓬
莢
洞

の
有

様
も
、

か
く

や
あ
り
け

ん
と
そ

み
、兄
し
。

(
『
平
家
物
語
』
巻

七
、
竹

生
嶋

詣
)

如
何

シ
テ
蓬
帶來
ニ
ア
ル
不
死

ノ
薬

ヲ
求

メ
テ
、
千
秋

万
歳

ノ
宝
祚

ヲ
保

タ

ン
ト
思

ヒ
給

ヒ
ケ

ル
処

二
、
徐
福

・
文
成

ト
申

シ
ケ

ル
道

士

二
人
来

テ
、
我

不
死

ノ
薬

ヲ
求

ム
ル
術

ヲ
知

タ

ル
由
申

シ
ケ
レ
バ
、

ー
…
蓬
莢

ノ
嶋

ヲ
ゾ
求

メ

ケ

ル
。

海

漫

々

ト

シ

テ
辺

ナ

シ
。

雲

ノ
浪

・
烟

ノ
波

最

深

ク
、

風

浩

々
ト

カ
ナ
ラ

シ
テ
不
レ閑

、
月
華
星
彩
蒼
茫

タ
リ
。
蓬

莢

ハ
今

モ
古

ヘ
モ
只
名

ヲ
ノ
ミ
聞

ケ

ン
バ

ル
事

ナ

レ
バ

、

天
水
茫

々
ト

シ
テ
求

ム
ル

ニ
所

ナ

シ
。

蓬
莢

ヲ
不
レ
見
否

ヤ

帰

ラ
ジ

ト
云

ヒ
シ
童

男
卯

女

ハ
、
徒

ラ

ニ
舟

ノ
中

ニ
ヤ
老

イ

ヌ
ラ

ン
。
徐

福

・
文

成
其

ノ
偽

リ
ノ
顕

レ
テ
、

責

ノ
我
身

二
来

ラ

ン
ズ

ル
事

ヲ
恐

レ
テ
、

ス

ヲ

「
是

ハ
何
様

竜
神

ノ
成

レ
崇

ト
覚

工
候

。

皇

帝
自

ラ
海
上

二
幸
成

リ
テ
、

竜

レ

セ

神

ヲ
被

二
退

治

一
候

ヒ
ナ
バ

、
蓬
莢

ノ
嶋

ヲ
洗
ド

カ
尋
ネ
得

ヌ
事
候

ベ
キ
。
」

ト
申

シ
ケ
レ
バ
、
始
皇

ゲ

ニ
モ
ト
テ
三
…
。

ノ

ノ

ノ

(
『太
平
記
』
巻

二
十
六
、
妙
吉
侍

者
事
付
秦
始
皇
帝
事
)

こ
れ
は

「
海
漫
漫
し

の
み
で
な
く

『史
記
』
淮
南
衡

山
王
列
伝

に
も
拠

っ
て

い
る
。

㈲

と

こ
ろ
が

江
戸
時
代

に
な

る
と
、
「
海
漫

漫
」

に
基

づ

い
た
も

の
を
作

品

の

中

に
織

り

こ
む

よ
り
は
、

三
神
山

の

一
つ
、
蓬
莢

山
を

日
本

に
求

め
る
話
が
多

く

な

っ
て
く

る
。

こ
れ

は

『白
氏
文
集
』

は
、
江
戸
時
代

の
主
流
と
な

っ
た
庶
民

の
文
学
と
し

て
は
な
じ
ま
ず
、
徐
福
渡
来

伝
説
が
流
行

し
た
滑
稽
本

・
読
本

の
素
材

に
な
り

や
す
か

っ
た
こ
と
が
大

き
な
原
因

の

一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。

風
来
山
人

(平
賀
源

内
、

一
七

二
六
-

一
七
七
九
)

の

『風
流

志
道
軒
伝
』

と
滝
沢
馬
琴

(
一
七
六
七
…

一
八
四
八
)

の

『
椿
説
弓
張
月
』

を
例
と
し

て
次

に
挙
げ

る
。

…
…
宰

相

か
ぶ
り
を
打

ち
ふ
り

て
、
「
壮旦
秦

の
始
旨
蕊
の
時

、
徐
福

と

い

へ

る
大
山
師
が
、
蓬
莱

山

に
至

り
て
、

不
死

の
薬
を
求

め
ん
と

て
、
お

こ
は
に

か
け

し
た
め
し
も
有

れ
ぽ
、

う
か

つ
に
は
呑

み
込

ま
れ
ず
。

其
上

か
玉
る
大
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山
を
は
り

ぬ
き

に
す

る
は
、,
紙
代
等
も
御
時
節

が
ら

に
は
大

そ
ふ
な
れ
ば

、

出
来
兼
山

の
子
規
、
外

に
仕
方
は
有

る
ま
じ
き

や
」

と
、
冠
を

か
た
ふ
け
思

案

あ
れ
ば

、
浅
之
進
す

玉
み
出

で
…
…
。
'(

『風
流
志
道

軒
伝
』
巻
之

四
)

こ
こ
に
記

さ
れ

て
い
る

「
蓬
莱

山
」

は
文
脈

か
ら
富

士
山

に
擬
し

て
い
る
こ

と

は
問
違

い
な

い
。

口
の
碑

に
伝

ぺ
た

る
は
、
む

か
し
異
朝
秦
始
皇
帝
、
、
長
生
不
老

の
仙
薬

を

求

め
給

ふ
こ
と
、

い
と
親
切
な

り
し
か
ば
、
宋
無
忌

と

い
ふ
も

の
奏
す
ら
く
、

扶
桑

の
東

に
三

ッ
の
仙
山
あ
り
。

こ

の
山

に
仙
人
夥
住

み
て
、

不
老
不
死

の

薬
を
煉

る
と
い

へ
り
。
方
士
徐
福
と
呼
ば

る

玉
も

の
、
徃

に
彼

の
仙
山

へ
到

り
し
事
あ
り

と
申

す
よ
し
を
、
聞
え
あ
げ
奉

り
け
れ
ば
、
始
皇

や
が

て
徐
福

を
召
さ
れ
、
彼
が
申
乞

ふ

に
ま

か
し

て
、
大
船

十
艘
を
造
ら

し
、
男

の
童
、

女

の
童

五
百
人
と
、
金
銀
珠

玉
、
五
穀
器
材

を
齎

ら
し
、
東
海
蓬
莢

の
山

へ

遣

し

て
、
仙
丹
を
求

め
さ
し
給
ふ

に
、
徐
福
が
船

は
、
日
本
熊
野

と

い
ふ
浦

に
着
き

ぬ
。
時

に
日
本
孝
霊

天
皇

の
御
宇
、
徐
福

は
辛

う
じ

て
彼
処

ま
で
は

来

た
れ
ど
も
、
終

に
不
死

の
薬

を
と
り
得
ざ
れ
ば
、

ふ
か
く
後
難
を
怕

れ
て
、

唐
山

に
帰

ら
ず

。
そ

の
身

は
や
が

て
熊
野

に
留
ま

り
、
従

ひ
来
た
り

し
女

の

童
を
、

こ

の
嶋

に
捨

て
お
き
、

又
男

の
童

等

は
、

こ
玉
よ
り

二
十
里
ぼ

か
り

あ
な

た
な
る
、
嶋

山

に
捨

て
ら
れ

し
が

、
徐
福
熊
野

に
て
身

ま
か
り
し
と
聞

こ
え
け
れ
ば

…
…
。

(
『
椿
説
弓
張
月
』
巻
之

一
)

㈹

同
じ
江
戸
時
代

で
も
、
徐
福

に

つ
い
て
異

な

っ
た
面
よ
り

み
て
い
た
者
が

い

る
。

徐
福

伝
説

の
あ

る
紀

州

の
藩
儒

仁
井

田
南
陽

(好

古
、
「
毛
詩
」

の
大

家
。

君
命

に
よ
り

『
紀
伊
続
風

土
記
』

の
編
纂
も
行

っ
て

い
る
。

一
七

七
〇
ト

一
八

四
八
)

で
あ

る
。

そ

の

『
楽
古

堂
文

集
』
所

載

の

「秦

徐

福
碑

記
」

を

み
る

と

『椿

説

弓

張

月
』
と

同
じ
よ
う

に
、
孝
霊
天
皇

の
時

に
熊
野

に
渡
来

し
た
と

い
う
伝
承

に
は

拠

っ
て
い
る
が

、
そ

の
動
機

な
ど

に

つ
い
て
、
徐
福

は
秦

の
国
府
が
乱
れ
、
人

民
が
し

い
た
げ

ら
れ
時

に
、

そ
の
毒

手
を
逃
れ

る
た
め
に
方

士
と
な

っ
た
の
で

あ
る
が
、

そ
れ
で
も
身

の
危
険
を
感

じ

て
、
三
神
山

の
説

を
進

言
し
、
そ

の
楽

国

へ
行

こ
う

と
謀

っ
た

の
で
あ

る
と

し
て

い
る
。
そ
れ

に
続

け
て
、
乱
世

に
は

な

　ヨ
　

桴

に
乗

っ
て
海
外

に
出
よ
う
と
言

っ
た
孔

子

の
精
神
を
実
行

し
た

の
で
あ
り
、

秦

の
天
下
と
な

っ
た
ら
東

海

の
藻
屑
と
な

ろ
う
と
高

言
し

た
だ

け

の
魯

仲
連
と

は
天

と
地
と

の
違

い
が
あ

る
と
述

べ
、
さ

ら
に
秦
朝

の
何
億

の
人
も
徐
福

以
上

の
高
潔

な
精

神

の
持

ち
主

は

い
な

い
、
そ
れ
を
後
世

の
者
た
ち

は
理
解

せ
ず

、

単
な

る
ほ
ら
吹
き
だ
と
悪

口
を

い
う

の
は
愚

か
な
こ
と

で
あ

る
と
、
次

の
よ
う

に
最
大

限

に
称
揚
し

て
い
る
。

鳴
呼
、
徐

生
秦
政
肆
虐

ノ
日

二
当

タ
リ
、
其

ノ
毒
手

ヲ
避

ケ

ン
ト

シ
テ
、

身

ヲ
方
士

に
遁

ル
。
猶

ホ
其

ノ
免

レ
ザ

ル
ヲ
度

ル
ヤ
、

三
神

ノ
説

ヲ
進

メ
、

以

テ
楽
国

二
帰

ス
ル
ノ
謀

ヲ
為

ス
。

亦

タ
夙

二
東
方

二
君
子

ノ
国

ナ

ル
者
有

ル
ヲ
知

ル
カ
。

孔
子
日

ク

「
桴

二
乗

リ

テ
海

二
浮
バ

ン
」

ト
。
徐
生

ハ
其

レ

孔
子

ノ
意

ヲ
成

ス
者

力
。
戦
国

ノ
時

、
魯

仲
連

ア
ル
者
有

リ
、
抗
言

シ
テ
日

ク

「
秦
若

シ
帝

ト
為

ラ
犬
,、
則

チ
連

ハ
東

海

ヲ
踏

ミ
テ
死

ス
ル
有

ル
ノ
ミ
。

吾
之

ガ
民

ト
為

ル

ニ
忍

ピ
ズ
」

ト
。
天

下
其

ノ
節

ヲ
高

シ
ト

シ
、
其

ノ
言

ヲ

快

シ
ト

ス
。
然

レ
ド

モ
連

ハ
唯
ダ
此

ヲ
言

ブ

ノ
ミ
。
諸

ヲ
生

ノ
奔

逸
絶
塵

二

比

ブ

レ
バ
、
則

チ
霄
壌

ナ
リ
。
然

ラ
バ
則

チ
秦

廷

ノ
億
万

ノ
人

ヲ
挙

ゲ
、
其

ノ
高
節
偉

行
、
孰

レ
カ
生

ノ
上

二
出
ヅ

ル
者
有

ラ

ン
ヤ
。
惜

シ
、
後

ノ
論
ズ
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ル
者
、
其

ノ
事

ヲ
詳

カ

ニ
ス
ル
能

ハ
ズ

シ
テ
、
方
士

ヲ
以
テ
之

ヲ
視
、
荒
唐

ヲ
以

テ
之

ヲ
譏

ル
。
吁
、
愚

ナ

ル
コ
ト
太
甚

シ
。

(
『
楽
古
堂
文
集
』
巻

之
四
)

伝
承

の
地
が
紀
州

で
あ

る

こ
と
、
主
家

で
あ
る
紀
伊
徳
川
家

の
初

代
藩
主
徳

川
頼
宣

(
一
六
〇

二
ー

一
六
七

一
)
が
徐
福

の
墓
碑
を
建

て
よ
う
と

の
企

て
が

あ

っ
た

こ
と
、
藩
主

の
命

に
よ

っ
て
の
撰
文

で
あ

っ
た

こ
と
な
ど
が

多
少
影
響

し
た
か
も
し
れ

な

い
が

、
南
陽
が

こ
の
よ
う
な
み
か
た
を

し
て
い
る
こ
と
は
興

味
深

い
。

㊨

以
上
、
徐
福

に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
記

し

て
き
た
が
、
彼

の
真

の
姿

は
な
そ

の
ま
ま

で
あ

る
。

し
か
し

『
史
記
』

に
述

べ
ら
れ
、
白
楽
天

に
詠

ま
れ
、

そ
れ
ら
が

日
本

の
文
学

に
影
響

し
た

こ
と

は
事
実

で
あ
る
。
ま

た
、
熊
野
渡
来

説

は
荒
唐

無
稽

の
伝
説

か
も

し
れ
な

い
が
、

そ
れ
に

つ
い
て
絶
海

と
太
祖

の
間

に
詩

の
応

酬
が
あ

っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ

り
、

こ

の
虚
実

の
問

に
あ

る
も

の
は

な
ん
で
あ

ろ
う

か
。

注

(
1
)

「
日
本

刀
」

の
作
老

は
、

一
説

に
司
馬
光

(
一
〇

一
九
ー

一
〇

八

'

六
)

と

い
わ
れ

て
い
る
。

(
2
)

熊

野
が
蓬
莱
山

に
擬

せ
ら
れ
た

こ
と

に

つ
い
て
荻

生
徂
徠

は

『南

留

別
志

』

に
お
い

て

「熊

野
を
蓬

莢
と

い

へ
る
は
h

三

の
御
山

と
い

ふ
よ
り
な

る

べ
し
…
ξ
。
」
ε

、
.
熊
野

三
出
が

ヨ
神
山

に
擬

ぜ
ら
れ

た
俗

説

で
あ
る
と

し
て
い
る
。

(
3
)

『論

語
』
公
冶

長
第

五
に

「
子

日
ク
、
道

行

ナ

ハ
レ
ズ
。
桴

二
乗

リ
テ
海

二
浮
バ

ン
。
我

二
従

フ
者

ハ
其

レ
由

ナ

ル
カ
」

と
あ

る
。

受
贈
雑
誌

リ
ス
ト
(
2
)

紀
要

第
21
号

(大
妻
女
子
大
学
)

比
較
文
学
年
誌

第
25
号

(早
稲
田
大
学
比
較
文
学
研
究
室
)

文
経
論
叢

第
24
巻
第
3
号

(弘
前
大
学
人
文
学
部
)

演
劇
學

第
30
号

(早
稲
田
大
学
演
劇
学
会
)

紀
要

文
学
科

第
63
・
64
号

(中
央
大
学
文
学
部
)

聖
心
女
子
大
学
論
叢

第
72
集

(聖
心
女
子
大
学
)

王
朝
文
学
史
稿

第
15
号

(王
朝
文
学
史
研
究
会
)

日
本
文
學
誌
要

40

(法
政
大
学
国
文
学
会
)

群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要

第
9
号

(
群
馬
県
立
女
子
大
学
)

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究

第
9
号

(群
馬
県
立
女
子
大
学
国

語
国
文
学
会
)

国
文
学
踏
査

通
刊
15
号

(大
正
大
学
国
文
学
会
)

富
士
大
学
紀
要

第
21
巻
第
2
号

(富
士
大
学
学
術
研
究
会
)

相
愛
国
文

第
2
号

(相
愛
女
子
短
期
大
学
国
文
学
研
究
室
)

語
学

・
文
学
研
究

第
18
号

(金
沢
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会
)

文
藝
と
批
評

第
6
巻
第
9
号

(文
芸
と
批
評
の
会
)

北
星
論
集

第
26
号

(北
星
学
園
大
学
)

東
京
成
徳
国
文

第
12
号

(東
京
成
徳
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
)

成
蹊
國
文

第
22
号

(成
蹊
大
学
文
学
文
学
部
日
本
文
学
研
究
室
)

国
語
国
文
学
会
誌

30

(福
岡
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
)
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